















































































を満たすような挿入システム γ と，準同型写像 h1, h2 が存在することを




（Geﬀert）標準形から発した “cancel minimal linear 文法と言語” につい
て述べている．
ゲファート標準形の中で注目すべきものに，G = ( {S}∪{A,B,C,D},
T , P , S)，ただし P は
• S → xSy, S → z, ここで x, y, z ∈ (T ∪ {A,B,C,D})∗,　
• AB → ,
• CD → 
という形をしたものがある．
ゲファート標準形における非終端記号AとB，CとDの関係は，アデ




則に加え，AB →  と CD →  という固定された二つの消去規則が許さ
れた文法とみなすことができる．そこでまずこの標準形を，“消去規則付




した，つまりAB →  のみを消去規則として使用する {AB}-cml 文法の






























































このように定義した k-決定性 l-length mappingに関して，1 ≤ k ≤ lと
1 ≤ l < kの場合について，局所性が保存する条件を示す．この結果によ
り，DNAスプライシング言語の局所性は，ある制限のもとで翻訳の過程
においても継承されることが示される．この結果は，ヘモグロビンのア
ミノ酸配列における α-鎖と呼ばれる領域が局所的言語によって特徴づけ
られる，という実験結果に対して理論的な根拠を与えている．
最後に第６章では，本論文の結論を述べてまとめている．
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